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ヽ

第
二
回
大
会
を
振
り
返
っ
て

会
長
　
野
口
宏
水

お
陰
を
以
ち
ま
し
て

去
る
１０
月
１３
日
よ
り

‐５

日
ま
で
の
３
日
間

同
山
武
道
館

に
於

い
て

開
催

い
た
し
ま
し
た
第

二
回
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ

大
会
は
　
同
山
県
柔
道
連
盟
の
内

野
会
長
始
め
　
能
登
原
理
事
長

三
宅
事
務
局
　
大
会
役
員

の
皆
様

方

の
文
字
通
り
昼
夜
を
分
か
た
ぬ

お
骨
折
り
と
　
審
査
　
審
判
の
諸

先
生

の
明
快
な
ご
裁
定
と
に
依
り

第

一
回
の
静
岡
大
会
　
第
二
回

の
埼
玉
大
会
に
次
い
で
恙
無
く
大

成
功
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
こ

と
真
に
有
難
く
　
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

併
せ
て
　
本
大
会
に
は
　
年
令

３０
才
か
ら
８‐
才
ま
で
　
北
は
北
海

道
か
ら
　
南
は
九
州
遠
く
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
ま
で
延
べ
４
０
０
名

を
優
に
超
え
る
多
数

の
熟
年

マ
ス

タ
ー
ズ
柔
道
愛
好
家
に
馳
せ
参
じ

て
戴
き
　
形
と
試
合
に
　
年
令
を

感
じ
さ
せ
な

い
　
若

々
し
い
円
熟

の
技
と
熱
戦
を
展
開
し
て
戴

い
た

こ
と
は

「生
涯
柔
道
を
通
し
て
の

健
康
　
長
寿
の
交
歓
」
の
ス
ロ
ー

ガ

ン
に
　
益

々
の
自
信
と
希
望
と

を
持

つ
こ
と
の
出
来
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。
重
ね
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

先
ず
　
出
場
者
を
年
代

別
に
見
ま
す
と
　
３０
代
９０

名
　
莉
代
”
名
　
”
代
８０

名
　
∞
代
７４
名
　
Ю
代
４‐

名
　
ｍ
代
３
名
　
合
計
昴

名

（形
出
場
者
を
除
く
試
合
出
場

者

の
み
に
て
　
団
体
出
場
者
は

各
年
代
β
名
ず

っ
を
加
え
る
．
）

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
　
地
域
別
に
見
ま
す
と
　
北

海
道

４
名
　
東
北

１７
名
　
東
京
７４

名
　
関
東

６９
名
　
北
信
越

８
名

東
海
“
名
　
近
畿
６８
名
　
中
国
虚

名
　
四
国
１７
名
　
九
州
１２
名
　
外

国

（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
２
名

と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
　
）
ヽ
れ
を
細
か
く
都
道
府

県
別
に
見
ま
す
と
　
大
会
開
催
地

の
岡
山
が
９８
名
と
堂

々
多
数

の
マ

ス
タ
ー
ズ
を
　
次
い
で
東
京
７４
名

兵
庫
“
名
　
神
奈
川
３３
名
　
大

阪
２２
名
　
愛
知
２‐
名
　
静
岡
１５
名

埼
玉
爵
名
　
千
葉

１２
名
　
山石
手

Ю
名
の
Ю
都
道
府
県
が
二
桁
台
を

栃
木

岐
阜
７
名
　
石
川

滋
賀

香
川

高
知
６
名
　
北
海
道

宮
崎

４
名
　
秋
田

官
城

和
歌
山

山
口

徳
島

福
岡
３
名
　
茨
城

山
梨

愛
媛

長
崎

大
分

Ｎ
Ｚ
が
２
名
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青
森

長
野

福
井

奈
良

鳥
取

広

島

熊
本
が
１
名
．
以
上
参
加
３６
都

道
府
県
に
対
し
　
山
形
　
福
島

群

馬

新
潟

富
山
〓
一重

京
都

島
根

佐
賀

鹿
児
島

沖
縄
の
１１
府
県
の

参
加

０
は
　
個
人
で
参
加
す
る

マ

ス
タ
ー
ズ
大
会
と
は
言
え
、
寂
し

い
も
の
で
　
，
ヽ
の
参
加

０
府
県
を

で
出
来
る
だ
け
０
に
近
づ
け
る
こ

と
が
　
今
後
の
課
題
で
す
．

参
加
Ю
以
上

の
上
位
都
道
府
県

に

つ
い
て
見
ま
す
と
　
岡
山
の
“

名
は
　
大
会
開
催
県
と
し
て
の
動

員
力
は
面
目
躍
如
た
る
と
こ
ろ
で

あ
り
　
深
甚

の
敬
意
と
謝
意
を
捧

げ
ま
す
。
東
京
は
講
道
館
総
本
山

所
在
地
で
あ
り
　
過
去

２
回
の
大

会
と
比
し
て
遠
隔
地
と
は
い
え
安

定
し
て
お
り
ま
す
。
　

兵
庫
は
来

年
度
大
会
を
お
願
い
し
て
い
る
開

催
予
定
地
に
し
て
　
真
に
心
強

い
。

大
阪
　
愛
知
は
柔
道
も
民
力
も
強

い
所
で
当
然
か
？
　
静
岡
　
埼
玉

は
第

一
回
　
第
二
回
大
会

の
開
催

県
で
　
，
れヽ
も
そ
の
ま
ま

マ
ス
タ
ー

ズ
大
会
が
定
着
し
て
い
る
と
安
心
．

千
葉
も
安
定
．
　

滋
で
１０
名
の
岩

手
県
は
　
）迷
隔
地
に
も
拘
ら
ず

高
橋
　
鬼
柳
　
守
屋
な
ど
世
界

マ

ス
タ
ー
ズ
で
の
上
位
入
賞
に
よ
り

地
元
Ｔ
Ｖ
　
新
聞
な
ど
の

マ
ス

一
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
成
果
と

医
鳴

く

‐ な
際

Ｐ

‐

‐

と
も
あ
れ
　
大
会
は
由
緒
古
式

ゆ
か
し
い
岡
山
武
道
館
で
　
３
口

間
毎
日
開
会
式
を
行
い
　
そ
の
都

度
熱
意
溢
れ
た
代
表
者
に
よ
り

選
手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

宣
誓

（大
会
初
日
）

岡
山
に
集

い
し
我

々
選
手

一
同

は
　

マ
ス
タ
ー
ズ
精
神
に
則
り

経
験
と
友
情
を
基
に

　

一
生
懸
命

力
を
出
し
切
り
　
今
後
日
本
柔

道

の
発
展
の
た
め
　
身
を
粉
に
し

て
励
む
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

平
成
１８
年
Ю
月
１３
日

選
手
代
表

石
川
県
　
長
崎
格
子

（筆
者
註
　
女
千
六
段

Ｊ
Ｍ
Ｊ
Ａ

理
事
。
第

一
回
静
岡
大
会
　
日
の

形

（窪
日
幸
緒
）
銅
　
試
合

Ｆ
７

“
睫
全
．
第

二
回
埼
玉
大
会
　
五

の
形

（黒
日
美
千
子
）
銀
　
試
合

Ｆ
７
５７
ｋ
　
金
．
第
人
回
世
界
フ

ラ
ン
ス
　
固
の
形

（今
立
篤
子
）

金
　
極
の
形

（大
官
民
子
）
金

試
合
Ｆ
７
５７
」

金
。
）

宣
誓

（大
会
中
曰
）

我

々
試
合
者

一
同
は
本
大
会

の

開
催
に
ご
尽
力
賜
り
ま
し
た
関
係

各
位
に
深
く
感
謝
し
　
い
」
期
待
に

添
え
る
よ
う
　
日
頃

の
柔
道
修
行

と
健
康
増
進

の
成
果
を
存
分
に
試

し
合

い
　
大
会
を
通
し
て
相
互
の

友
好
を
深
め
　
共
に
精
力
の
善
用

に

つ
と
め
　
生
涯
　
自
他
共
栄

の

道
を
歩
む
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

平
成
Ｂ
年
Ю
月
１４
日

試
合
者
代
表

岩
手
県
　
一高
橋
勘
十

（筆
者
註
　
人
段
　
Ｊ
Ｍ
Ｊ
Ａ
理

事
。
第

一
回
静
岡
大
会
　
第
二
回

こ
の
度
　
岡
山
県
に
お
い
て

第
二
日
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大

会
が
行
わ
れ
　
我

々
会
員

一
同

親
睦
と
友
好
を
深
め
　
日
本

マ
ス

タ
ー
ズ
柔
道
協
会

の
精
神
と
規
定

に
従

い
　
Ｌ
々
堂

々
と
競
技
を
行

う
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

平
成
１８
年
ｌｏ
月
１５
日

選
手
代
表

大
阪
府
　
栗
本
忠
弘

（筆
者
註
　
八
段
Ｊ
Ｍ
Ｊ
Ａ
理
事
．

第
２
回
埼
玉
大
会

Ｍ
８
９０
睫
　
金

第
８
回
ト
ッ
ー
ル
大
会
　
金
）

中
国
夜
は
　

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

に
て
懇
親
会
．
太
日
尚
充
Ｍ
Ｈ
最

年
長

マ
ス
タ
ー
ズ

の
朗

々
た
る
ご

発
声
で
乾
杯
ｌ
　
ｍ
人
近
く
の
出

席
者
が
あ
り
　
終
始
賑
や
か
で
楽

し
い
交
歓
の
タ
ベ
と
な

っ
た
。

特
に
内
野
会
長
の
肝
い
り
で
会

場
の
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
で

　

「
関

西
で
キ
ラ

ッ
と
光

っ
て
い
る
人
」

を
紹
介
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪

『
ぐ
る
っ

と
関
西
お
ひ
る
ま
え
』
Ｈ
¨
“
～
Ｈ

¨
５４
‥
関
西
ガ
ン
バ
リ
ズ
ム
＊
栗
本

忠
弘
さ
ん
～
口
木

マ
ス
タ
ー
ズ
柔

道
家
～
＊
を
放
映
　
栗
木
さ
ん
の

マ
ス
タ
ー
ズ

・
ト
ッ
ー
ル
大
会
で

の
金
メ
ダ

ル
の

一
本
勝
ち
２
景

数

々
の
人
生
の
坂
道
を
柔
道
で
乗

り
越
え
　
〈
「
も
若

い
柔
道
青
少
年

（本
年
過
去
最
年
少
に
て
全
日
本

選
手
権
者
と
な

っ
た
石
井
慧
君
を

も
少
年
時
代
栗
本
道
場
で
指
導
）

の
健
全
育
成
に
邁
進
さ
れ
て
い
る

様
子
を
　
時
に
は
厳
し
く
　
時
に

は

ユ
ー

モ
ラ
ス
な
ビ
デ
オ
に
　
満

座
の
注
日

（抱
腹
絶
倒
，
）
を
集

め
て
楽
し
か
っ
た
。

埼
玉
大
会

Ｍ
９
７３
」

金
。
　

第

■
回
東
京

・
第
六
回
ウ
ィ
ー

ン

・

第
ｔ
回
ト

ロ
ン
ト
　
第
人
回
ト
ウ
ー

ル
す
べ
て
　
金
）

宣
誓

（大
会
最
終
日
）

栗
木
さ
ん
に
次

い
で
　
第
五
回

世
界
講
道
館
大
会

の
折
　
山
下
泰

弘
元
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
金
メ
グ
リ
ス

卜
よ
り
金
メ
グ

ル
を
掛
け
て
も
ら

い
　
嬉
し
そ
う
に
日
辺
陽
子
メ
ダ

リ

ス
ト
と
写
真
に
収
ま

っ
て
い
る
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と
こ
ろ
の
嘗
て
タ
モ
リ
の
“
笑

っ

て
い
い
と
も
，

の
ビ
デ
オ
も
放
映

今
は
亡
き
真
砂
相
談
役
を
偲
ん

だ
。
名
残
は
借
し
く
　
宴
甜
な
れ

ど
明
日
の
個
人
戦
と
団
体
戦
が
あ

る
の
で
　
８
時
過
ぎ
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

最
終
日
団
体
戦
の
興
奮
冷
め
遣

ら
ぬ
中
　
表
彰
式
を
終
わ

っ
て

来
年
第
四
回
兵
庫
大
会

で
の
再
開

盛
会
を
期
し
て
の
　
清
水
正
敬

副
会
長

の
開
会

の
辞
で
３
日
間
に

互
る
岡
山
大
会
の
幕
を
開
じ
た
。

岡
山
県
柔
道
連
盟
の
皆
様
並
び
に

大
会
参
加

の
マ
ス
タ
ー
ズ

の
皆
様

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
―
―

Ｐ
Ｓ
　
マ
ス
タ
ー
ズ
協
会
縁
の

方
が
　
俄
に
幽
明
境
を
異
に
さ
れ

ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

――――‐
――――‐

――――‐

――――‐

――――‐

酬

訓

地

域

ス

ボ

ー

ツ
一
　

日
日
吉
二
郎
理
事
。
氏
は
第

五
回
世
界

マ
ス
タ
ー
ズ
講
道
館
大

会
で
は
７５
才
で
金
メ
グ

ル
　
ま
た

第

一
回
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
で
は
金

メ
ダ

ル
　
そ
し
て
昨
年
大
会
直
前

胆
嚢
ガ
ン
に
冒
さ
れ
　
本
年

３
月

「
こ
れ
で
良
し
　
夢
幻

の
愛
別
離

人
■
路
を
前
に
回
悟
正
徹
」
の

辞
世
の
句
を
残
し
て
　
一九
気

一
杯

の
ご
様
子
で
旅
立
た
れ
ま
し
た
。

二
、
橋
本
龍
太
郎
元
内
閣
総
理
大

臣
。
丁
度
世
界
ト
ッ
ー
ル
大
会

の

帰
途
パ
リ
滞
在
中
の
７
月
１
日
ご

逝
去
の
白
を
知
る
。
当

マ
ス
タ
ー

ズ
協
会
が
発
足
し
た
０
２
年
５
月

心
臓
手
術
後
４
０
［
日
　
入
院

中

の
病
院
を
抜
け
出
し
　
激
励
の

祝
辞
を
戴
き
　
そ
の
後
も
０
４
年

第
六
回
世
界
ウ
ィ
ー

ン
大
会

で
は

従
兄
弟

の
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア

大
使
橋
本
宏
閣
下
を
派
遣
し
て
戴

き
　
小
生
世
界

マ
ス
タ
ー
ズ
協
会

会
長
で
し
た
の
で
　
柔
道
宗
上
国

の
日
本
国
大
使

の
ご
来
駕
　
´
ヽ
祝

辞
は
　
大
い
な
る
感
動
で
あ
り
ま

し
た
。
岡
山
大
会
に
は
　
一π
総
理

の
出
身
地
故
　
出
席
し
た
い
と
楽

し
み
に
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

三
　
真
砂
都
留
夫
相
談
役
。
後
記

弔
辞
ご
参
照
。

合
掌
．

第

二
回
大
会

の
メ
ダ
リ
ス
ト
と

団
体
戦
出
場
者
は
次
の
通
り
で
す

形
の
部

投
の
形

０
甲
斐
浩
二

宮^
崎
）

，
福
義
雄

官^
綺
）

②
鈴
木
沿
雄
（千
葉
）

●
邑
勇
（千
葉
）

Ｏ
ｍ
倉
幸
男
（東
京
〓

清
家
春
夫
（Ｘ
■
〉

固

の
形

①
森
下
良
月

静^
同
〉

山
下
朝
司
（静
岡
〉

②
黒
田
美
千
ｒ

岐^
阜
〉

人
宮
民
子
（受
知
〉

０
小
川
栄
　
郎

千^
葉
）

永
島
健
次
郎
（千

葉
）
極
の
形

０
今
立
篤
子
（秋
田
ｒ

■
綺
桂
子

石^
川
〉

護
身

術

①
員
橋

一
之

同^
山
）

美
濃
達
也

岡^
山
）

五
の
形

０
内
野
十
重
（岡
山
）

口
下
孝
司

同^
山
）

②
大
矢
秀
昭
（東
京
）

佐
藤
良
吉
（東
京
）

◎
藤
本
昌
哄
，

庫^
）

中
江
祐
二
（兵
庫
）

古

式

の
形

①
清
水
正
鉱
（東
京
）

佐
藤
良
吉

東^
京
〉

０
黒
田
美
千
子
（岐
阜
）

今
立
篤
子
（崚
阜
〉

０
横
山
悦
子
（福
井
〓

大
森
千
草

長^
野
）

年
齢
別
体
重
別
個
人
戦

男
子
の
部

Ｍ
ｌ
（
ｍ
、
３４
才
〉
“
に
下
　
Ｏ
ｔ
藤
政
美

官^
城
）

②
市
川
誠
（東
京
）

Ｍ
ｌ

■
咤
下
　
０
松
平
聖
輝

神^
奈
川
〉

②
漆
畑
健

東^
京
）

０
佐
藤
真
生

官^
域
）

Ｍ
ｌ

譴
聰
下

Ｃ
肯
野
降
行
含
石
手
）

②
間

章

高^
知
〉

０
埴
淵
茂
樹
（静
同
）

山
本
正

「
（岡
―――
）

Ｍ
ｌ

９。
、
下
　
０
上
国
勇
作
（東
京
）
②

岡
本
●
治
（岡
山
）

０
加
藤
久
雄
（川
山
）

編
緊
張
感
の
中

門
熟
の
攻
防

日本マスターズ柔道 綺画

::li:1:|:||:::|

０
有
日
早
●

栃^
木
Ｉ

●
木
良
夫
（栃
木
〉

②
大
官
民
子
（受
知
）

加
す
若
子
（愛
知
〉

０
イ
邑
勇

千^
葉
〉

鋒
木
治
址
（千
葉
）

柔
の
形

①
積
山
悦
子
（福
丼
）

人
森
千
草
（長
野
）

②
上
野
和
香
子
（北
海
道
〉

岡
本
敦
子
（北

海
道
〉

Ｍ
ｌ
ｍ
ｔ
下
　
０
三
●
健

神^
奈
川
）

Ｍ
ｌ

‐００
●
超
　
０
牧
野
貴
仁

岡^
山
）

②

小
休
弘
幸
（東
京
〉

Ｍ
２

“^
～
”
才
）
ｍ
“
下
　
０
福
岡
正
志

同^
山
〉

②
鈴
木
よ
明
（茨
城
）
０
玉
田
誠

（■
庫
〉

Ｍ
２
　
“
鼈
下
　
０
松
本
淳

（滋
賀
）

②

大
山
■
刀

愛^
知
）

０
片
山
敬
介
（岡
山
〓

今
鳴
禄
郎
（大
阪
）

Ｍ
２
　
７３
セ
下
　
０
横

―――
清
嗣
（岡
山
）
②

杉
本
■
裕
（■
知
）

０
棟
方
尚
登
（神
奈
川
）

Ｍ
２
　
＆
ｋ
下
　
①
長
谷
川
崎
二
郎
（大
阪
）

②
上
原
貴
志

愛^
知
）

０
北
島
好
修

羮^

知
）
Ｍ
２
　
％
に
下
　
Ｏ
壇
上
竜
二
＾，
知
）

②

古
川
ｉ
二
（滋
賀
）
　

０
北
島
尚
（東
京
）

飯
曰
俊
（東
京
）

Ｍ
２
ｍ
セ
下

山
本
英
実

愛^
知
〉

須
正
己

工^
庫
）

Ｍ
２

一‐０。
ヽ
超

西
工
新
司

同^
山
） ０

中
川
久
■
（愛
知
）

Ｏ
藤
本
豪

岡^
山
）

０
捨
山
尚
浩

福^
岡
）
②

Ｍ
Ｏ
（“
～
４４
■
）
∞
セ
下
　
０
高
山
郁
生

（権
岡
）

②
小
Ｉ
勉
，
庫^
）

０
渡
達
清
人

（，
岡
）

Ｍ
３
　
“
Ｌ
下
　
Ｏ
喜
多
康
之
↑

“^
）

片
岡
孝
志
（徳
島
）

０
西
村
直

同^
山
〉

藤
■
滋

神^
奈
川
）

一
メ
一４
¨ヽ
一二
∵
れ
■
濯
「＝
世
」
口．

一
　

〓

‘

―

■

１。
月
１４
日
付

山
陽
新
間
が
紹
介

（写
真
は
護
身
術
の
高
橋
　
姜
濃
組
）

工の形で金の内野 日下組 (同 0)

高 ②齋 ②
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Ｍ
３
　
７３
●
下
　
０
難
波
信
雄

岡^
山
）

②

北
條
博
嗣

高^
知
）

◎
山
下
義
寛

石^
川
〉

及
―――
賢

一
（岩
手
）

Ｍ
３
　
■
Ｌ
下
　
Ｏ
井
上
喜
工
（香
川
）

②
■
本
英
治
（岡
山
）

Ｃ
塚
本
人
道
一〓
諄
〉

十
川
英
明

徳^
島
）

Ｍ
３
　
∞
嗜
下
　
Ｏ
赤
尾
信
●

山^
＝
）
②

森
本
上
則
（滋
賀
）
０
杉
本
貴
史
（兵
庫
〉
・

人
友
悟
（福
岡
〉

Ｍ
３
　
動
に
下
　
Ｃ
及
川
仁

一
（岡
山
〉

②
片
部
俊

一
（山
梨
）

Ｍ
４
（
‘
～
４９
オ
）
∞
ヽ
下
　
０
浜
ド
エ
文

（埼
玉
〉

Ｍ
４
　
“
嗜
下
　
０
梶
泰
章

神^
奈
川
）

②

長
野
寿
　

東^
京
）

０
夏
口
博
元

受^
知
〉

森
ド
良
，
（静
岡
〉

Ｍ
４
　
η
Ｌ
ド
　
０
佐
々
木
政
彦
（”
Ｉ
〉

上
国
　
美

愛^
知
）
　

０
貴
森
敏
行
今
高
知
）

Ｍ
４
　
＆
ヽ
　
①
田
所
英
幸
（栃
木
）
②
全

指
邦
浩
（静
岡
〉
Ｏ
大
島
禎
（大
阪
）
　

橋
本

正
之
（鳥
取
）

Ｍ
４
　
９０
“
下
　
①
美
浪
達
也
（岡
―――
）
②

宮
同
等

愛^
媛
）

Ｃ
中
嶋
和
二
郎
（東
京
）

Ｍ
４
　
ｍ
な
下
　
０
高
橋
十

一
（埼
玉
）

②
中
山
章
司
（香
川
）

０
長
須
賀
明
彦

神^

奈
川
）

Ｍ
４
　
ｍ
Ｌ
超

０
痒
田
智
之
（■
「
）
②

梶
房
晃
（同
山
）

Ｍ
５
（
５。
，
５４
オ
）

６。
Ｌ
下
　
０
大
橋
治

装
（同
山
）

②
福
岡
幹
雄
（神
奈
川
〉

０
北

尾
浩
〈兵
庫
）

Ｍ
５
　
“
Ｌ
ド
　
０
養
父
洋
介
金

庫^
）

②
原
優

東^
京
）

０
倉
野
“

一
（岐
阜
）

小
笠
原
進
（大
阪
〉

Ｍ
５
　
”
ｋ
ド
　
０
坂
束
篤
司
（徳
島
）

②

平
野
相
徳

和^
歌
―――
）

０
●
福
装
雄

宮^
崎
γ

平
丼
敏
雄
■

庫^
）

Ｍ
５
　
＆
咤
下
　
０
真
松
寛
（東
京
）
　

②

阿
古
裕
弘
（大
阪
）
０
赤
司
Ｔ
友
（東
京
）

Ｍ
５
　
％
摯
下
　
０
卜
部
秀
■

受^
知
）

②
森
本
誠

一
（岡
山
〉
　

０
大
塚
俊
彦
（埼

玉
〉

Ｍ
５
　
ｍ
嗜
下
　
①

熊
賀
昌
盛

工^
庫
〉

②
富
同
月
二
（岡
山
）

０
小
笠
原
淳

静^
同
）

Ｍ
６
（
∬
ヽ
９
才
）

６０
Ｌ
下
　
０
，
■
路
雄

工^
庫
〉

Ｍ
６

“
に
下
　
Ｏ
柿
田
豊

一
（●
川
）

②
小
森
■
二
郎

岡^
山
）

Ｃ
人
保
宗

一
呑^

川
）

山
口
十
“

栃^
本
）

Ｍ
６
　
●
Ｌ
下
　
①
砂
川
利
「

山^
口
）

②

一
上
責
１‥
東^
京
〉

０
花
昌
次
男
（奇
玉
）

Ｍ
６
　
机
ヽ
下
　
①
吉
成
隆
社

東^
京
）

②
菊
池
正
敏

東^
京
）

Ｏ
．尚
橋
和
裕
（神
奈

川
）

小
林
道
文

同^
山
）

Ｍ
６
　
”
“
下
　
Ｏ
山
本
昭

兵^
庫
）
②
Ｌ

本
保
男

千^
葉
〉

０

小
池
健
三
（■
■
〉

Ｍ
６
　
ｍ
ｔ
超
　
０
今
丼
國
”
（同
山
）

０
山
本
公
●

岡^
山
）

Ｍ
フ
（
∞
～
“
オ
）
　

∞
Ｌ
下
　
Ｏ
大
矢
人

平
■

庫^
）

②
　
浦
イ
司

奈^
良
）

Ｏ
加
藤

Ｉ
勝

東^
京
〓

円
査
■
夫

東^
京
）

Ｍ
７
　
“
ヽ
ド
　
０
飯
口
喜
七
（岡
山
〉

②
増
［
洋
（大
阪
）

０
牧
田
幹
男

岐^
阜
〓

宿
利
憲
生
（東
京
）

Ｍ
７
　
η
ヽ
下
　
０
来
［
武

番^
川
〉

０
福

島
勝
忠
（長
崎
）

０
二
十
嵐
循
失
（東
京
〉

Ｍ
７
　
＆
“
下

清
家
暮
夫
（東
京
）

上
回
〓
弘
（熊
本
〉

Ｍ
７
　
”
Ｌ
下

大
上
敏
■

東^
京
〉

Ｍ
８
＾
“
，
∞
′
）
　

ｍ
ヽ
下
　
Ｏ
Ｆ
黒
金

次

（静
同
）
　

②
部
＝
盛
良

長^
崎
）

０
永
島
健
次
郎

（千
葉
）
　

鬼
柳
　
イ
（岩

手
）
Ｍ
８
　
“
Ｌ
●
　
①
仁
木
征
輝

同^
山
）

②
石
本
知
也

岡^
山
〉

０
中
島
忠
＾，
■
）

Ｍ
８
　
７３
た
　
０
内
藤
純
（栃
木
〉

②
Ｉ
本
斗
成
（大
阪
〉

０
，
藤
人
推
，
■
●

佐
藤
良
占
（東
京
）

Ｍ
８
　
８‐
鼈
卜
　
０
川
上
勝

同^
―――
）

②
凹

ｔ
義
信

同^
山
）

Ｏ
岩
崎
健
二
　
小
嶋
博
美

（受
知
）

Ｍ
８
　
ｍ
●
下
　
Ｏ
リ
ッ
ク
　
リ
ト
ル
ウ
ッ

ド
＾
Ｎ
Ｚ
）

②
栗
本
忠
弘

（大
阪
）

Ｍ
９

Ю^
～
７４
オ
）
　

∞
」
下
　
Ｏ
杉
原
尚

（東
京
〉

②
岡
日
庫
●
郎

兵^
庫
）
０
小
川

米

一
郎

千^
葉
）

Ｍ
９
　
“
に
下
　
０
山
本
俺
夫
（東
京
）

Ｍ
９
　
■
を
下
　
０
野
口
宏
水

（東
京
）
０

安
河
内
浩

（東
京
）

Ｍ
９
　
■
鼈
下
　
０
宮
本
隆
（神
奈
川
）

②
佐
藤
勝
志
（東
京
）

０
尼
■
邦
治
（東
京
〉

Ｍ
９
　
∞
ｔ
ド
　
０
´
良
澄

愛^
「
）

②
森

本
唯
行
（神
奈
川
）

Ｍ
Ю
（
Ъ
～
η
才
）

“
Ｌ
下
　
０
人
矢
秀
昭

（東
京
）

Ｍ
ｌＯ
　
Ъ
“
Ｆ
　
Ｏ
．尚
橋
勘
十
含
石
手
〉

Ｍ
ｌｏ
　
ｍ
咤
ド

０
原
田
椰
夫

埼^
玉
）
０

Ｏ
ホ
尾
信
行
（
―――
日
）

②
森
本
Ｆ
則

０
人
た
信

福^
岡
）

北
條
ド
嗣

０
桧
山
尚
清
（福
岡
）

②
飯
田
俊

０
美
濃
達
也
（同
山
）

０
中
嶋
和

０
三
橋
夫
夫

神^
奈
川
）
②

Ｃ
節
本
治
雄

千^
葉
，

Ｃ
江
崎
電

（東
京
）

②

バ
ッ
ト
　
ト
ナ
ー
＾
Ｎ
Ｚ
）

Ｍ
＝

（
ｍ
才
以
上
）
”
Ｌ
ド
　
０
上
鳥
彬

人^
分
）

Ｍ
Ｉ
　
”
ヽ
下
　
０
大
［
尚
充
（青
森
〉

女

子

の
部

Ｆ
ｌ
　
■
セ
下
Ｃ
鈴
木
恵
美
子
（神
奈
川
）

Ｆ
ｌ
　
５２
●
下
　
０
二
谷
玲
Ｆ
（神
奈
川
）

Ｆ
ｌ
　
●
Ｌ
ド
　
①
本
田
綾
香

神^
奈
川
）

Ｆ
ｌ
　
“
地
下
　
０
占
野
貴
代
子

神^
奈
川
）

ｒ
１
　
７０
”
下
　
０
小
瀬
純
子
（岐
阜
）

Ｆ
ｌ
　

郷
咤
超
　
０
■
田
裕
美
（神
奈
川
）

Ｆ
２
　
“
』
下
　

０
難
渡
浩
子

岡^
山
）

Ｆ
２
　
●
Ｌ
超
　

①
佐
藤
和
姜
含
石
手
〉

Ｆ
３
　
が
ヽ
下
　
０
山
内
久
美

（神
奈
川
）

Ｆ
４
　
”
ヽ
Ｆ
　
①
岡
本
致
子
（北
海
道
）

Ｆ
５
　
”
鼈
超
　
①
上
野
和
香
‘

北^
海
道
）

Ｆ
６
　
６３
●
下

①
今
立
篤
子

（秋
田
）

Ｆ
６
　
器
セ
下
　
Ｃ
卜
田
美
千
子

岐^
阜
〉

Ｆ
７
　
ｒ
ｋ
下

①
　
長
崎
■
子

（石
川
）

年
齢
別
体
重
無
差
別
個
人
戦

①
間
章

高^
知
〉

②
上
国
勇
ｒ

束^

０
三
谷
健
（神
奈
川
）

加
藤
入
雄

同^

〓
郎
（東
京
）

０
高
橋
洋

一
埼^
玉
）

長
須

賀
明
彦
（神
奈
川
）

Ｍ
５
　
０
卜
部
秀
幸
（愛
”
〉

②
大
塚
俊
彦

五^
玉
）

０
阿
古
裕
弘

大^
阪
）

富
同
月
二

同^
山
）

Ｍ
６
　
Ｃ
言
成
隆
社

（東
京
）

東^
京
〉

０
池
田
文
宏

（同
山
）

（千
葉
）

Ｍ
７
　

０
池
田
正
，

２

圧^
）

千^
葉
）

Ｍ
８
　

０
リ
ッ
ク
　
リ
ト
ル
ゥ
ン
ド
（Ｎ
Ｚ
）

０
小
嶋
博
美

■^
「
）

）^
〓
本
斗
成

大^
阪
〉

伊
藤
人
雄

千^
葉
）

Ｍ
９
　
０
●
本
降

神^
奈
川
）
②
安
河
内
消

東^
京
）

０
茶
良
澄
（愛
知
〉

匝
口
庫
●
郎

（兵
庫
）

Ｍ
ｌｏ
　
Ｏ
高
橋
勘
十

岩^
手
〉

②
Л
田
照

夫
（埼
Ｌ
）

Ｍ
ｌｌ
　
Ｏ
大
田
尚
充
（青
森
）

②
上
島
彬

（人
分
）

Ｍ

ｌ

一ス
）

山
〉

Ｍ

２

（
東

京

）

Ｍ

３

（
滋

賀

〉

＾
●

知

）

Ｍ

４

②
今
丼
国
男

ｔ
木
保
男

②
小
西
正
弘

rT埒 霧ョ録経

Mll(80才以上)体重無差別決勝戦 (左上島、右太口)



会報 く日本マスターズ柔道> 2006年 12月 1口

Ｆ
ｌ
　
Ｏ
本
田
絃
看
（神
奈
川
〉

Ｆ
２
　

０
難
波
■
子
（岡
山
）

団
体
戦

一
男
子０
大
阪
”
柔
道
性
復
師
ク
ラ
ブ
（大
阪
）

（本
田
　
久
保
　
山
口
／
阿

，―，
　
清
水
　
，

一
福
　
田
中
　
＾
屋
　
栞
本
　
中
丼
　
中
た
）

（■
同
　
飯
田
　
中
島
　
前
田
　
上

木
　
三
木
　
二
橋
　
清
家
　
尾
辻

森
本
）

他
参
加
チ
ー
ム

姜
作
柔
道
連
盟

加^
藤
　
内
山

難
波
　
松
本
　
―――
本
　
今
■
　
固
定

●
本
　
人
沐
　
―
）

け
栞
会

（
山
本
　
佐
占
　
中
山

●
同
　
坂
束
　
池
川
　
葛
だ
　
武
田

―
　
―
）

慶
友
ク
ラ
ブ

（市
川
　
一
谷
　
波

辺
　
山

口
　
若
付
　
森
本
　
，
藤

清
水
　
野
口
　
高
嬌
）

女

子０
１１１
■
ス
な
会
＾，
奈
川
）
（本
田

〓
野
　
キ
ロ
）

０
し
ば
の
合
，
〓
Ｌ
）
（小
瀬
　
■
田

今
立
）
０
湘
南
レ
デ
ィ
ー
ス

神^
奈
川
）
〓

谷
　
難
波
　
山
内
）

世
界

マ
ス
タ
ー
ズ
で
初
の
銀

そ
し
て

第
二
回
日
本
大
会

石
邑
　
勇

（理
事
　
千
葉
県
）

平
成
十
八
年
六
月
二
十
七
日
世

界
マ
ス
タ
ー
ズ
フ
ラ
ン
ス

（ト
ゥ
ー

ル
）
大
会

「形

の
競
技
」
に
出
場

し
、
念
願
の
銀
メ
ダ

ル
を
獲
得
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
感
激

の

あ
ま
り
　
大
会
会
場
近
く
の
ス
ー

ノ、
‐
で
ヮ
ィ

ン
を
買
い
込
み
、
宿

泊
中
の
ホ
テ
ル
で
家
内
と
二
人
き

り
で
祝
杯
を
挙
げ
ま
し
た
。

●
条
錬
会

（工
庫
）
（松
村
　
西
村
　
横
山

川
口
　
雑
賀
　
―――
本
　
大
矢
　
新
田
　
同
国

栗
村
）
Ｏ
岡
山
県
え
道
連
盟
脩
前
業
部

（岡
山
）

坪^
「
　
横

―――
　
共
濃
　
に
，
　
森
本
　
有

岡
　
小
板
　
　
、

―
　
―
）

団体戦男子優勝 大阪府柔道整復師クラブ (大阪)

０
九
の
内
４
道
倶
楽
部

（東
京
）

思
い
起

こ
せ
ば

一
昨
年

の
カ
ナ

ダ
大
会

の
約

一
カ
月
程
前
に
若
肩

の
鍵
盤
を
断
裂
し
、
痛
み
止
め
の

座
薬
を
お
尻
に
挿
入
し
な
が
ら
試

合
に
出
場
し
た
の
で
す
が
　
結
果

は
七
位
と
不
本
意
な
成
績
に
終
わ

り
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
か
ら
帰
国
し

一
週
間
後

の
七
月
八
日
、
あ
ま
り
の
痛
さ
に

絶
え
か
ね
、
自
宅
近
く

の
総
合
病

院
で
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
検
査
を
受
け

ま
し
た
。
結
果
は
　
右
肩
の
鍵
盤

を
断
裂
し
て
お
り
、
し
か
も
、
断

裂
し
て
か
ら
か
な
り
月
日
が
経

っ

て
い
る
の
で
　
早
く
手
術
を
し
な

団体戦女了優勝 相洋柔友社 (神奈川)

バ ー ァ ィ ■の ァナ・ンブ
10月 14ロ タ、同 ロイヤルホテル

最年長大田尚充マスターズのご発声で乾杯

Fl興でハンカチを大会旗に兄立てて内野大会

1会,(イ i)が 藤 J Jl庫県柔連会長 (オ瑞)に
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い
と
切
れ
た
腱
が
肩
押
骨
等
に
癒

着
し
、
手
術
に
時
間
を
要
す
る
と

い
・つ
こ
と
で
し
た
。
そ
の
四
日
後
、

全
身
麻
酔
で
手
術
を
受
け
ま
し
た
．

四
時
間
半
も
掛
か
り
　
麻
酔
が
切

れ
て
か
ら
の
三
日
間
は
地
獄

の
苦

し
み
で
し
た
。
右
腕

の
力
が
元
に

一戻
る
の
に
は
早
く
て

一
年
、
あ
る

い
は

一
年
半
は
掛
か
る
で
し
ょ
う

と
医
師
か
ら
診
断
を
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら

一
年
　
私
は
医
師
か

ら
指
示
さ
れ
た
と
お
リ
リ

ハ
ビ
リ

に
専
念
す
る
と
と
も
に
自
分

の
体

が
動
く
範
囲
で
の
段
階
的
な

「
柔

道

の
形
」
用
の
ト
レ
ー

エ
ン
グ

の

計
画
を
立
て
ま
し
た
。
ト
レ
ー

ニ

ン
グ
の
主
な
内
容
は
、
自
転
車
の

チ

ュ
ー
プ

の

一
方

の
端
を
ベ
ラ
ン

ダ

の
支
柱
に
縛
り
、
片
方

の
端
を

右
肩
に
括

っ
て

「背
負

い
投
げ
」

の
よ
う
な
動
作
で
引
き
出
す
訓
練

で
、　
一
日
約
二
百
回
以
上
行
な
う

こ
と
に
よ

っ
て
肩
の
筋
力
を
付
け

る
こ
と
を
第

一
日
標
に
し
ま
し
た
。

春
に
な
り
私
の
右

肩
の
筋
力
は

徐

々
に
回
復
を
し
、
今
年

（平
成

十
八
年
）
四
月
の
上
旬
、
ち
ょ
う

ど
フ
ラ
ン
ス

（ト
ツ
ー
ル
）
大
会

の
案
内
が
届
い
た
頃
に
は
、

「極

の
形
」
の
立
ち
会

い
の
時
に
掛
け

る
投
げ

技

の

「
大
外
刈

り
」
や

「
一
本
背
負

い
投
げ
」
の
動
作
が

出
来
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

「試
合
は
無
理
と
し
て
も
形
な
ら

何
と
か
行
け
る
」
と
考
え
　
競
技

出
場
の
申
込
書
を
書
き
ま
し
た
。

今
か
ら
二
年
前
、
世
界

マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道
東
京
大
会

の
と
き
に

一
緒

に

「形
」
の
練
習
を
し
て
い
た
地

元
の
木
更
津
柔
道
会

の
鈴
木
治
雄

先
生
と
組
ん
で

「極

の
形
」
の
競

技
に
出
場
し
ま
し
た
。
結
果
は
第

四
位
の
成
績
で
し
た
。
翌
年

（
二

年
前
）

の
オ
ー

ス
ト
リ
ア
大
会
で

も
四
位
、
昨
年
の
カ
ナ
ダ
大
会
で

は
七
位
で
し
た
。

鈴
木
治
雄
先

生
と

は

一
緒

に

「形
」
の
練
習
を
始
め
た
の
が
縁

で
し
ょ
う
か
、
地
元
の
柔
道
大
会

の
懇
親
会
等
で
良
く
飲
ん
で
語
り

合

い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
出
る
言

葉
は

「今
年
の
マ
ス
タ
ー
ズ
、
フ

ラ
ン
ス
は
メ
ダ
ル
を
狙
お
う
」
を
、

合
い
言
葉
に
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
会
二
ヶ
月
前
、
諸

般
の
事
情
に
よ
り
、
鈴
木
治
雄
先

生
が
フ
ラ
ン
ス
大
会
に
行
け
な
く

な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

六
月
上
旬
　
清
家
先
生
と

「極

の
形
」
を
行
う
こ
と
が
決
ま

つ
て

か
ら
日
本
列
島
は
梅
雨
に
入
り
ま

し
た
。
私
は
　
清
家
先
生
と
の
形

の
練
習
を
行
う
た
め
に
　
蝙
蝠
傘

を
片
手
に
電
車
に
揺
ら
れ
な
が
ら

東
京
都
内

の
中
央
区
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
や
講
道
館
に
通
い
、
大
会

に
備
え
ま
し
た
．

そ
の
甲
斐
あ

つ
て
か
、

フ
ラ
ン

ス
大
会
の
形
競
技
の
表
彰
式
に
お

い
て
二
番
目
に
高

い
表
彰
台
に
乗

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
の
同
山
大
会

で
は

「投

の

形
」
と

「極
の
形
」
と

「柔
の
形
」

の
３
種
類
の
形
に
出
場
し
ま
し
た
。

「投
の
形
」
と

「極

の
形
」

の
稽

古
は
、
鈴
木
治
雄
先
生
と
二
人
で

木
更
津
市

の
道
場
や
市
内

の
高
校

及
び
私
の
勤
務
す
る
航
空
自
衛
隊

木
更
津
基
地
の
柔
道
場
等
で
週
３

～
４
回
行
い
ま
し
た
。

大
会
当
日
Ю
月
１３
日
の

「投

の

形
」
の
演
武
は
、　
マ
ス
タ
ー
ズ
大

会

で
初
の
挑
戦
だ

っ
た
だ
け
に
少

し
緊
張
し
ま
し
た
が
、
技
の

一
つ

一
つ
の
動
作
に
確
実
と
速
さ
を
強

調
し
た
の
が
良
か

っ
た
の
か
宮
崎

県
の
ベ
テ
ラ
ン
チ
ー
ム
の
伊
福

甲
斐
組
に
次
い
で
第
２
位
に
入
賞

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

「極

の
形
」
は
、
得
意
種
日
で
あ

る
の
で
自
信
を
持

っ
て
臨
み
ま
し

た
が
、
少
し
気
負

い
が
あ

っ
た
の

か
？
結
果
は
第
３
位
に
終
わ
り
ま

し
た
。

「柔

の
形
」
は

「投
の
形
」
と
同

様
に
今
大
会
初
の
挑
戦
で
し
た
。

「柔

の
形
」
の
演
武
は
大
会

で

一

度
や

っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま

し
た
が
、
稽
古
相
手
が
居
な
く
て

困

っ
て
い
た
頃
に
、
航
空
自
衛
隊

の
大
先
輩
で
愛
知
県
瀬
戸
市
に
お

住
ま
い
の
大
官
民
子
先
生
か
ら

フ

ラ
ン
ス
大
会

の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が

送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
私
は
お
礼

の
電
話
を
す
る
と
と
も
に
、
図

々

し
く
も
、
大
宮
先
生
に

「私
が
柔

の
形
の
取
り
役
を
や
り
た
い
の
で

受

の
役
を
や

っ
て
頂
け
な
い
し
よ

う
か
」
と
申
し
出
を
し
た
と
こ
ろ

ひ
と

つ
返
事
で
引
き
受
け
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
、

大
官
先
生
は
、
９
月
初
旬
の
第
２

金
曜
日
、
講
道
館
で
行
わ
れ
て
い

る

マ
ス
タ
ー
ズ
の
定
期
練
習
会
に

顔
を
出
し
て
、
私
に

「柔
の
形
」

の
指
導
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
翌
日
の
上
曜
日
は
千
葉
県

の

フランス大会 極の形で銀 石邑〈左)清家組

て
卜
二
段
で
す
。
下
手
な
演
技
は

一

木
更
津
市
ま
で
足
を
延
ば
し
、
航

空
自
衛
隊
の
本
更
津
基
地
の
柔
道

場
で
約
３
時
間
、
厳
し
い
指
導
を

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

２
週
間
ほ
ど
経

っ
た
あ
る
日
、
大

宮
先
生
か
ら
手
紙
を
戴
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
　

「私
も
石
邑
先
生

も
、
と
も
に
六
段
で
二
人
合
わ
せ

出
来
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
よ
う
な

こ
と
が
書

い
て
あ
り
ま
し
た
。
私

は
そ
の
言
葉
を
肝
に
命
し
、
Ю
月

上
旬

　

「柔
の
形
」
の
指
導
を
受

け
る
べ
く
、
愛
知
県
の
瀬
戸
市

の

大
宮
亭
ま
で
押
し
掛
け
て
２
泊
４

目
の
御
教
授
を
戴
き
大
会
に
臨
み

ま
し
た
。
結
果
は
５
位
と
い
ま

一

つ
で
し
た
が
、
初
挑
戦
に
し
て
は

納
得
の
出
来
る
内
容
だ
っ
た
と
思

っ

て
い
ま
す
。
何
よ
り
驚

い
た
事
は
、

観
客
の
方

々
の
大
半
は
大
宮
先
生

と
私
が
兄
弟
だ
と
思

っ
た
ら
し
い

で
す
？
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
程

真
に
追

っ
た
演
武
だ

っ
た
と
い
う

事
か
と
善
意
に
解
釈
を
す
る
こ
と

に
し
ま
し
ょ
う
。

し
か
し
、
大
会
が
終
わ

っ
て
約

２
週
間
経
ち
ま
し
た
が
、
岡
山
武

道
館
の
畳
の
痛
さ
は
未
だ
に
体
の

志
に
残

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。
兵
庫

大
会
は
更
に
飛
躍
を
、
自
分
自
身

に
、
捲
上
重
来
を
期
待
し
ま
す
。
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岡
山
で
私
が
思

っ
た
こ
と

鈴
木
　
禎

（理
事
　
埼
玉
県
）

節
を
傷
め
ま
し
た

（因
み
に
負
傷

し
た
部
位
は

『
仕
事
柄
』
自
分
で

治
療
し
て
お
り
ま
す
が
―
―
）
．

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
日
本
大
会
に

関
し
て
は
第

一
回
か
ら
通
算
し
て

今
回
で
６
連
敗
と
連
敗
街
道
を
ひ

た
走

つ
て
お
り
ま
す

（
そ
れ
で
も

第

１
回
大
会
は
３
位
入
賞
）
。
次

回
の
兵
庫
姫
路
大
会
に
向
け
こ
れ

ら
が
少
し
で
も
改
善

で
き
れ
ば
幸

い
で
す
。

自
身

の
試
合
が
終
了
後
、
会
場

を
後
に
し
た
私
は
独
り
市
内
の
散

策
に
参
り
ま
し
た
。
初
め
て
訪
れ

た
岡
山
市
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
で
し
た
。
広

い
空
、
落
ち

着

い
た
街
並
、
背
後
に
臨
む
小
高

い
山
々
、
旅
情
を
さ
そ
う
大
通
り

を
行
き
交
う
路
面
電
車
等
、
暮
ら

し
て
み
た
く
な
る
程
の
魅
力
に
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
私

は
後
楽
園
と
同
山
城
を
訪
ね
ま
し

た
。
国
内
で
当
地
の
地
ビ
ー
ル
で

あ
る

『
独
歩
ビ
ー
ル
』
と
名
産
の

魚

の
寿
司

（魚

の
名
前
を
忘
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
岡
山
の
皆
様
申

し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
―
）
に
舌
鼓

を
打
ち
ま
し
た
。
と
て
も
良

い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。
と
同
時
に

今
回
、
時
間
を
遣
り
繰
り
し
て
な

ん
と
か
岡
山
大
会
に
出
場
で
き
た

喜
び
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ほ

ん
と
う
に
よ
か

っ
た
で
す
。
そ
し

て
、
次
回
以
降
も
開
催
地
付
近
の

名
跡
を
訪
ね
る
こ
と
が
日
本

マ
ス

タ
ー
ズ
大
会
参
加

の
楽
し
み
の

一

つ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

東
京
か
ら

『
の
ぞ
み
』

で
３
時
間
室
‐。

日
本
マ
ス
タ
ー

ズ
大
会
初

の

西
日
本
で
の

開
催
と
な

っ
た
岡
山
に
到
着
し
た

の
は
土
曜
の
夜
で
あ
り
　
懇
親
会

が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
し
た
。

柔
道
整
復
師
と
い
う
拘
束
時
間
の

長

い
仕
事
柄
　
今
回
は
都
合
で
上

む
を
得
ず
日
曜
の
無
差
別
級

（
Ｍ

３
）

の
み
の
出
場
で
し
た
。
毎
回

の
こ
と
で
す
が
フ
ル
タ
イ
ム
の
参

加
が
で
き
な
い
の
が
辛
い
で
す
。

勤
務
先
院
長
の
理
解
に
よ
り
現

在
、
私
は
隔
週
に

一
度
、
早
抜
け

さ
せ
て
も
ら
い
稽
古
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
で
充
分
だ
と
は
思

っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
稽
古
中
、

『
以

前
は
こ
う
動
け
た
の
に
！
』
と
感

じ
る
こ
と
が
再
三
あ
り
歯
痒
い
思

い
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
試
合

も
、
納
得
で
き
る
動
き
が
出
来
た

上
で
な
ら
試
合
結
果
が
同
じ
で
も

悔
し
き
は
今
よ
り
少
な
か

っ
た
ろ

う
に
と
思
い
ま
す
。
加
え
て
最
近

は
稽
古

の
度
に
体
を
傷
め
て
い
ま

す
。
直
前
の
稽
古

で
左
手
首
を
傷

め
、
今
回
の
試
合

で
は
右
肩
鎖
関

カ
ナ
ダ
　
ウ

ェ
ラ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
た
第

１
回
世
界

マ
ス
タ
ー
ズ

大
会
に
出
場
し
て
早
７
年
。
サ
ラ

リ
ー

マ
ン
生
活
に
終
止
符
を
打
ち
、

柔
道
整
復
師

（鍼
灸
師
資
格
も
持

っ

て
ま
す
）
を
志
す
決
意
を
し
た
時

と
軌
を

一
に
し
て
い
ま
す
。
今

の

私
は

マ
ス
タ
ー
ズ

の
発
展
と
共
に

歩
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の

発
展
に
負
け
ぬ
よ
う
、
私
自
身
も

夢
の
実
現
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
も

頑
張

っ
て
参
り
ま
す
。
そ
れ
で
は

次
回
も
ま
た
元
気
で
お
会

い
し
ま

し
よ
う
―

【
感
動
と
驚
き
―
心
に
誓

っ
た

『
生
涯
―
柔
道
！
』
】

鈴
木
　
政
明

（茨
城
県
　
日
立
多
賀
武
道
館
）

私
は
こ
の
度

【第
３
回
日
本

マ

ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
】
に
初
め
て

参
加
さ
せ
て
頂
き
、
こ
れ
ま
で
経

験
し
た
事
の
無
い

『驚
き
と
感
動
』

を
体
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

最
初
の
驚
き
と
感
動
は

『
御
高

齢
の
選
手
の
皆
様
が
と
て
も
若
々

し
く
　
力
強
く
　
俊
敏
で
あ
る
』

事
で
す
。
こ
れ
に
は
戸
惑
い
、
何

度
も
自
分
の
目
を
疑
う
ば
か
り
で

し
た
が
、
そ
れ
は
直
ぐ
に
感
動
か

ら
尊
敬
の
念

へ
と
変
わ
り
、
い
つ

の
間
に
か
羨
ま
し
く
も
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

次
の
驚
き
と
感
動
は

『
参
加
選

手
の
多
く
が
会
場
の
所
々
で
再
会

を
喜
び
合
い
　
本
大
会
で
の
健
闘

を
誓
い
合
う
姿
が
と
て
も
多
く
見

受
け
ら
れ
た
』
事
で
す
。
遠
く
離

れ
た
地
に
住
む

選
手
同
士
が
本

大
会
を
通
じ
て

生
ま
れ
た
友
情

を
大
切
に
し
、

礼
儀
正
し
く
爽

や
か
に
語
り
合

う
姿
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、

再
び
感
動
し
、

自
分
も

こ
う
あ

一
人
で
も
多
く

の
方
に
伝
え
ま

す
。最
後
に
、
大

会
を
企
画

・
運

営
し
て
い
る
協

会
の
方

々
に
は

深
く
感
謝
す
る

と
同
時
に
、
今

後
も
途
絶
え
る

事
無
く
本
大
会

り
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

確
か
に
実
際
に
試
合
を
終
え
る

と
、
自
分

で
も
自
然
と
相
手
選
手

に
敬
意
を
表
し
、
友
情
を
深
め
、

来
年

の
再
会
を
約
束
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
。

を
継
続
し
て
開
催
し
て
頂
け
ま
す

様
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。私
は
本
大
会
に
参
加
し
た
皆
様

の
様
に
礼
儀
正
し
く
、
力
強
く
あ

り
続
け
ら
れ
る
様
　
精
進
し
続
け

る
事
を
心
に
誓

い
ま
す

。
・

『
生
涯
―
柔
道
―
』
の
精
神
を
忘

れ
ず
に
。
　
　
　
　
以
　
上

私
は
小
学
校

４
年
生
か
ら
柔
道

を
習

い
始
め
、
中
学
　
高
校
と
柔

道
部
に
所
属
し
　
最
終
的
に
は
茨

城
県
の
国
体
強
化
選
手
に
も
選
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
社
会
人
に
な
り

柔
道
部
の
無
い
企
業
に
就
職
す
る

と
、
柔
道
が
日
常
か
ら
離
れ
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

本
大
会
の
様
に
全
国
規
模
で
真

剣
勝
負
が
出
来
る
場
所
は
、
私
の

様
な
者
に
と
っ
て
大
変
魅
力
的
で

貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
稽

古
を
す
る
上
で
も
何
よ
り
も
励
み

に
な
り
ま
す
。

私
は
本
大
会
で
感
じ
た
感
動
を

銀メグル(M2 60t)を IIqに 1



弔
辞

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
協
会
の
会
員
代
表
と
い

た
し
ま
し
て
　
故
真
砂
都
留
夫
相
談
役
の
ご
霊
前

に
謹
ん
で
お
別
れ
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま
す
．

真
砂
先
生
　
先
生
は
我
が
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔

道
協
会
の
最
年
長
、
生
涯
柔
道
を
通
し
て
の
草
の

根
外
交
を
　
国
の
内
外
大
会
に
最
先
端
に
立

つ
て

堂
々
闊
歩
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
、
２
０
０
２
年
５
月
　
第
４
回
世
界
マ
ス

タ
ー
ズ
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
会
を
前

に
し
て
の
、
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道

協
会
設
立
発
会
式
に
て
は
　
参
加
３

０
余
名
を
代
表
し
て
必
勝
の
決
意
を

表
明
さ
れ
、
古
式
の
形
と
七
十
二
才

以
Ｌ
の
部
個
人
戦
で
共
に
世
界
の
頂

点
に
立
た
れ
　
見
事
二
つ
の
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
．

更
に
、
翌
年
第
上
回
世
界
マ
ス
タ
ー

ズ
講
道
館
大
会
で
は
柔
道
創
立
１
２

１
年
世
界
１
８
７
ケ
国
に
拡
散
分
散

し
た
日
本
博
講
道
館
柔
道
の
、
い
わ

ば
時
空
を
超
え
た
本
家
総
本
山
へ
の

里
帰
り
と
ば
か
り
、
五
日
間
の
大
会

を
通
し
て
、
海
外
よ
り
の
参
加
者
６

０
０
名
を
含
む
９
０
３
名
の
マ
ス
タ
ー

ズ
柔
道
家
を
前
に
　
当
時
人
十
二
才
最
年
長
真
砂

先
生
の
日
本
柔
道
は
斯
く
あ
る
べ
し
、
の
強
い
信

念
の
下

「嘉
納
師
範
の
お
写
真
に
ハ
イ
レ
ー
イ
‐
」

の
大
号
令
に
　
大
道
場
の
選
手
　
役
員
も
　
観
覧

席
の
観
客
も
皆

一
様
に
シ
ー
ン
と
静
寂
に
包
ま
れ

た
も
の
で
し
た
。
そ
の
折
の
よ
影
式
で
　
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
よ
り
金
メ
ダ
ル
を
胸
に
架
け

て
も
ら
わ
れ
た
時
の
真
砂
先
生
の
嬉
し
そ
う
な
笑

顔
が
今
で
も
目
に
浮
か
ん
で
参
り
ま
す
。

そ
の
後
も
普
段
の
稽
古
は
勿
論
の
こ
と
　
講
道

村
な
し
」
と
い
わ
れ
た
木
村
政
彦
と
の
二
十
人
掛

け
の
三
番
手
に
は
場
し
た
真
砂
少
年
は
　
本
村
の

強
烈
な
人
外
刈
に
頭
か
ら
落
ち
て
フ
ラ
フ
ラ
と
立

ち
上
が
り
無
意
識
に
道
場
を
歩
き
廻
り
、

「オ
イ

真
砂
―
大
丈
夫
か
　
し
つ
か
り
し
ろ
！
」
と
笑
わ

れ
た
と
語
つ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

戦
時
中
は
工
兵
隊
小
隊
長
と
し
て
中
支
戦
線
に

参
戦
　
敵
と
交
戦
し
た
最
前
線
に
在

っ
て
、
多
く

の
部
下
を
失
い
　
自
身
も
三
発
お
腹
に
銃
弾
を
受

け
三
日
三
晩
意
識
不
明
で
、
部
下
は
真
砂
隊
長
が

館
で
の
形
夏
期
講
習
　
春
の
企
日
高
段
者
大
会
に

も
　
人
段
に
な
ら
れ
て
か
ら
も
更
に
奥
義
を
究
め

ん
と
研
鑽
怠
り
な
く
務
め
ら
れ
　
一
昨
年
の
第

一

回
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
静
岡
大
会
で
は
、
形
　
試
今

共
金
メ
グ
ル
．
昨
年
の
第
二
回
埼
玉
上
尾
大
会
で

は
形
の
部
で
メ
グ
ル
を
逃
し
た
の
で
、
来
月
に
迫

り
ま
し
た
第

二
日
の
岡
山
で
は
、
特
に
嘉
納
師
範

が
古
式
の
形
を
岡
山
発
祥
の
起
倒
流
か
ら
編
み
出

さ
れ
た
こ
と
か
ら
　
岡
山
で
勝
負
す
る
―
と
強
く

捲
上
重
来
を
期
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
蓋
し
　
先

生
は
京
城
師
範
学
校
在
学
中
に
嘉
納
師
範
が
全
校

死
ん
だ
―
と
野
戦
で
の
埋
葬
の
準
備
を
し
て
い
た

と
　
よ
く
お
話
を
聞
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
の
戦
線
で
の
二
日
間
の
死
亡
体
験
が
先

生
の
死
生
観
、
人
生
観
と
も
云
う
べ
き
　
あ
の
大

陸
的
な
些
事
に
拘
泥
せ
ぬ
悠
々
た
る
生
き
方
に
繋

が

っ
た
の
で
は
な
い
か
　
と
我
々
後
進
は
折
に
触

れ
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

先
般

一
ヶ
月
程
前
　
先
生
の
携
帯
電
話
に
電
話

し
ま
し
た
処
、
今
丁
度
息
子
の
嫁
に
、
お
父
さ
ん

お

一
人
で
不
自
由
で
し
よ
つ́
か
ら
　
と
大
阪
に
呼

ば
れ
て
来
て
い
る
ん
だ
。　
一
ヶ
月
程
居
て
大
分
良

く
な

つ
た
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
東
京
の
娘
の
処

へ
行
こ

う
と
思

っ
て
い
る
ん
だ
。
と
い
わ
れ
、
良
い
息
子

さ
ん
と
お
嫁
さ
ん
と
お
嬢
さ
ん
を
持
し
て
お
ら
れ

て
羨
ま
し
い
で
す
と
云
っ
た
許
り
で
　
そ
ろ
そ
ろ

マ
ス
タ
ー
ズ
の
第
二
金
曜
日
の
講
道
館
で
の
合
同

稽
古
に
い
つ
も
の
お
元
気
な
お
姿
に
お
目
に
か
か

れ
る
な
と
思

っ
て
い
た
矢
先
に
突
然
の
訃
報
に
接

し
　
只
々
驚
愕
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
．

「野
口
さ
ん
　
酒
は
余
り
欽
む
な
よ
。
」
と
言

わ
れ
る
と
更
に
酒
が
進
む
先
生
の
お
言
葉
と
ビ
尊

顔
に
も
う
こ
れ
か
ら
接
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と

思
う
と
胸
が
締
め
つ
け
ら
れ
る
思
い
が
し
て
淋
し

く
空
し
さ
を
覚
え
ま
す
。

生
者
必
滅
　
諸
行
無
常
を
心
底
理
解
し
つ
つ
、

僕
は
今
人
生
の
素
晴
ら
し
い

一
時
期
を
先
生
と
共

に
生
き
た
ん
だ
と
い
う
誇
ら
し
い
気
持
ち
を
噛
み

し
め
乍
ら
、
最
後
の
お
別
れ
を
告
げ
ま
す
．

真
砂
先
生
さ
よ
う
な
ら
。
い
ろ
い
ろ
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
．
心
安
ら
か
に
お
休
み
下
さ
い
。

平
成
十
八
年
九
月
十
日

日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
協
会

会
長
　
野
口
宏
水

在りし日の真砂都留夫相談役 (03年世界講 |

道館大会表彰式で日辺陽子メダリストと)1
|

生
徒
を
前
に
講

演
さ
れ
た
と
き

師
範

の
迫
力
に

神

々
し
さ
に

眩
さ
に
　
雷
電

に
撃
さ
れ
た
よ

う
な
衝
撃
を
受

け
た
と
述
懐
さ

れ
て
お
ら
れ
た

か
ら
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
折

嘉
納
師
範
に
随

行
さ
れ
て
い
た

あ
の

「
木
村

の

前
に
木
村
な
し

木
村

の
後
に
本

会報 く日本マスターズ柔道> 2006年 12月 1日

第

九

回

世
界

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

６
月

１８

日
～

２４

日

プ
ラ
ジ
ル

・
サ
ン
パ
ウ

ロ
市

ブ
ラ
ジ
ル
の
柔
道
人
口
は
５０
万

人
と
も
６０
万
人
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
サ
ン
パ
ク

ロ
市
は
南
半
球

最
大
の
都
市
で
、
大
会
の
会
場
に

な
る
イ
ビ
ラ
プ

エ
ラ
　
ブ
ラ
ジ
ル

柔
道
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
の

草
の
根
文
化
無
償
協
力
資
金
約
９

百
万
円
を
受
け
て
今
年
の
３
月
２４

日
に
完
成
し
ま
し
た
。
畳
２７４
枚
、

４
面
の
専
用
道
場
で

『
南
米
の
講

道
館
』
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

お
世
話
に
な

っ
た
方
々
の
訃
報

に
接
す
る
こ
と
は
何
と
も
悲
し
い

こ
と
で
す
が
、
本
岡
山
大
会
の
盛

会
を
天
上
か
ら
喜
ん
で
下
さ

っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
も
柔
道
愛
好
家
の
真
骨
頂

溢
れ
る
お
三
方
の
お
便
り
を
い
た

だ
き
、
感
激
で
す
。
ま
た
宮
本
斗

正
理
事
か
ら
多
数
の
写
真
を
ご
提

供
い
た
だ
き
感
謝
の
気
持
ち
で

一

杯
で
す

（Ｋ
　
Ｎ
）

（題
字
は
野
日
会
長
の
揮
竃
で
す
）


